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増ま
す
や
ま
じ
ょ
う
せ
き

山
城
跡
（
砺
波
市
）

砺
波
地
方
の
軍
事
、政
治
、文
化
の
中
心

　

増
山
城
は
、
砺
波
市
増
山
地
内
の
和

田
川
右
岸
、
標
高
１
４
８
ｍ
の
丘
陵
上

の
砺
波
平
野
を
見
下
ろ
す
場
所
に
あ
っ

た
。

　

も
と
亀
山
城
と
も
い
い
、
南
北
朝
の

争
乱
に
和
田
城
と
し
て
史
上
に
初
見
す

る
。
室
町
時
代
に
は
、
守
護
代
神
保
氏

の
累
代
の
居
城
で
、
越
後
の
上
杉
勢
の

度
重
な
る
来
攻
を
受
け
た
。

　

永
禄
３
年
（
１
５
６
０
）
に

神じ
ん
ぼ
う
な
が
も
と

保
長
職
が
上
杉
謙
信
に
よ
り
富
山
城

を
攻
略
さ
れ
た
後
、
こ
の
増
山
城
に
立

て
籠
っ
た
。
永
禄
５
年
に
長
職
が
上
杉

氏
に
降
伏
し
た
後
は
、
増
山
城
が
神
保

氏
の
拠
点
と
な
る
が
、
神
保
家
の
反
上

杉
派
が
一
向
一
揆
と
組
ん
で
抵
抗
し
た

た
め
、
天
正
４
年
（
１
５
７
６
）、
上

杉
謙
信
に
攻
略
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
天
正
９
年
（
１
５
８
１
）、

織
田
軍
の
攻
撃
に
よ
り
落
城
し
、
佐
々

成
政
が
馬
廻
り
衆
を
入
れ
て
守
っ
て
い

た
。

　

前
田
氏
治
下
に
は
中
川
光
重
、
山
崎

長
鏡
が
城
代
を
務
め
た
が
、
元
和
元
年

（
１
６
１
５
）
の
一
国
一
城
令
に
よ
り

廃
城
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

行
き
方
と
し
て
は
、
富
山
か
ら
の
場

合
、３
５
９
号
を
頼
城
の
森
の
手
前（
坪

野
）
で
右
折
、
２
３
９
号
の
前
で
右
折

し
、
増
山
大
橋
に
向
か
っ
て
も
う
一
度

右
折
す
る
道
順
が
よ
さ
そ
う
。
駐
車

場
は
な
い
の
で
、
要
注
意
。
七
曲
り
や

二
の
丸
へ
向
か
う
坂
は
結
構
急
な
の
で
、

気
合
い
を
入
れ
て
登
ろ
う
。

　

こ
こ
は
、
築
城
か
ら
廃
城
ま
で
の

１
０
０
年
余
り
、
砺
波
地
方
の
軍
事
、

政
治
、
文
化
の
中
心
と
な
っ
た
由
緒
あ

る
場
所
だ
。天
気
の
よ
い
日
、ピ
ク
ニ
ッ

ク
が
て
ら
出
か
け
て
み
て
は
？

①二の丸跡（本丸）　②本丸への道から眺め
る和田川ダム湖　③急な坂道を登る　④神水
鉢。自然岩に穴をうがった石鉢。旱天期でも水
は決してかれることがないといわれている。
神保城主はこの水に落とす月影で時刻を知っ
たとされる　⑤馬洗池。歴代城主が馬に水を
汲んだという　⑥増山大橋から見たダム湖
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